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設立年（西暦）     2024 年 

助成活動名 
ベトナム文化発信の場と、ベトナム人同士のコミュニティ創出のため、ベトナムフェステ
ィバル岡山の開催 

助成額    300,000  円 

活動内容 

目的 

１．ベトナムフェスティバル岡山 2025 の目的は、①日本人にベトナムの文化、
食べ物、服装、伝統的な芸術の体験、②日本企業とベトナム企業の交流・
貿易・投資促進、③ベトナム人・日本人の文化交流の促進、④地域のベト
ナム人コミュニティの繋がりを深めることです。 

２．在岡山県ベトナム人への情報発信、支援、コミュニティ作り日常生活、イ
ベント、災害、観光情報などを発信することで、日本語新聞があまり読め
ないベトナム人でも早く情報を把握でき、安心暮らせるようになります。
また、困った時に相談を受け、他の団体と連携して支援します。 

３．行政・団体・機関にベトナム人への広報活動のサポート各行政や団体や機
関が何か活動やイベントを実施する際、ベトナムフェスティバル岡山はベ
トナム人コミュニティとの架け橋となり、告知や参加の呼びかけをサポー
トします。 

 

内容 

１．ベトナムフェスティバル岡山 2025 の企画、準備、広報活動、ボランティア 
募集、出演練習、関連イベントの開催などの実施 

２．在岡山県ベトナム人への情報発信、支援、コミュニティ作り 
３．行政・団体・機関にベトナム人への広報活動のサポート 

当初の
計画か
らの変
更点 

なし 

成果 

 
ベトナムフェスティバル岡山 2025 の出展数は 32 ブース、来場者数は 10000 人
でした。イベントを通じて、ベトナム文化の魅力を広く発信するとともに、日
越両国の交流促進に寄与する大変意義深い機会となりました。特別な成果は下
記の通りです。 
 
①フエ皇城の城門と太和殿正門の再現 
今回のベトナムフェスティバルでは、フエ皇城の城門と太和殿正門を再現し、
多くの来場者にベトナムの歴史的文化の魅力を感じていただくことを目的とい
たしました。特に本年は「フエ観光年」と位置づけられており、フエの伝統美
を国内外に広く発信する上で、象徴的な建築物を紹介することは大きな意義が
あると考えております。また、展覧エリアには、フエ市のタンティエン紙花村
およびベトナム国旗ロードも再現されており、特にベトナムの 12 の文化遺産に
関する情報を日本語とベトナム語で掲示し、来場者がより深くベトナム文化を
理解できるよう工夫いたしました。 
 



 
②「地域遺産を巡る旅」ーフェ市とベトナム 
本プログラムでは、ベトナム北部・中部・南部それぞれに受け継がれる伝統芸
能を通じ、地域文化の豊かさをご紹介いたしました。北部からは、神々を迎え
る霊的儀礼であるハウドン（hầ u đồ ng：神霊への祈願を表す舞踊）、中部から
は、気品ある ムア・ノン（múanón：笠を用いた優雅な舞踊）と ムア・チェン
（múa chén：茶碗を使った繊細な舞踊）、南部からは、民間信仰に基づく ム
ア・ボンゾイ（múa bóng rồ i：神霊への奉納舞踊） を披露し、三地域の文化的
多様性と独自の魅力を一つの舞台でご覧いただきました。 
 
③ベトナム古服ショー「古き良きベトナムの錦」 
本プログラムでは、時代や地域ごとに受け継がれてきた多様なベトナムの伝統
衣装を厳選し、その素朴さと華やかさが共存する美を舞台上で表現いたしまし
た。日常に根ざした装いから雅やかな衣まで、ベトナムの歴史と暮らしが紡い
できた豊かな美意識を、来場できなかった皆様にも感じ 
ていただければ幸いです。 
 
④交流パフォーマンス 
本年度のベトナムフェスティバル岡山では、交流パフォーマンスとして、獅子
舞、カイルオン歌唱（南部を代表する伝統的な歌劇で、語りと歌を組み合わせ
た独特の表現が特徴）、クアンホー歌唱（北部発祥の民謡で、男女が掛け合いで
歌う優雅で情緒豊かな歌唱形式）、日本人によるベトナム語歌唱など、多彩な演
目が披露されました。これらの交流パフォーマンスは、参加者がより身近にベ
トナム文化に触れる機会となり、会場の一体感と盛り上がりの創出に大きく 
貢献いたしました。 
 

今後の課題と対
応策 

1. 資金確保と協力体制の再構築 
①課題 

2025 年 11 月の出入国管理法改正（経営管理ビザの資本金要件が 500 万円から 3,000 万
円に引き上げ等）に伴い、国内のベトナム系企業の事業環境の変化が予想されます。こ
れにより、従来のようなベトナム系企業によるスポンサー協力や出店数の維持が困難に
なる見込みです。また、運営資金の不足から、実行委員会およびボランティアの一部費
用（交通費・飲料代等）を自己負担で賄っている現状があり、継続的な協力体制の維持
に課題を残しました。 

②対策 
新規協賛先の開拓： ベトナム人労働者（技能実習生、特定技能、エンジニア等）を受け
入れている日本企業、監理団体、およびベトナム進出企業へのアプローチを強化し、安
定的な協賛金を確保します。 
出店者の支援： 岡山県内のベトナム人コミュニティとの連携を強化します。状況に応じ
て出店料の割引措置を講じるなど、出店者の経済的負担を軽減し、出店数の確保に努め
ます。 
ボランティア環境の整備： 技能実習生や留学生が安心して参加できるよう、交通費およ
び飲料代の全額支給を目指します。あわせて、国籍を問わず日本人ボランティアの募集
も積極的に行い、運営組織の多様化と拡充を図ります。 

 
2. 安全管理・警備体制の強化 
①課題 

2025 年度の開催において、一部の迷惑行為（暴走族等による会場設備の損壊等）が発生
し、安全管理上の課題となりました。 

②対策 
警察当局との連携強化：事前協議を徹底し、イベント当日の巡回強化や緊急時の即応体
制を構築します。 
専門警備の導入：会場の規模やリスクに応じて警備会社への外注を検討し、特に夜間に
おける会場警備体制を大幅に強化します。 
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